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1．概要

NASDAでは平成7年度に協力機関と調整を図りつつ、第三世代の移動体通信衛星
等を目指したETS－8のシステム概念設計を実施し、当該衛星のシステム基本仕様、
システムコンフィギュレーション、試作試験計画、課題等を設定することができた。
この結果、ETS－VI／COMETS等の開発成果及び協力機関の研究成果を活用
すれば、平成14年度頃の打ち上げは可能と判断される。

2．ETS－8の実験・実証事項

（1）小型携帯端末の使用を可能とする移動体衛星通信技術
　　（次世代移動通信システムのFPLMTSで用いられるSバンド帯を使用）
（2）世界初の移動体衛星デジタルマルチメディア放送技術
　　（車載型端末によるコンパクトディスク並の高品質音声放送、画像伝送実験）
（3）高い鏡面精度と高い収納効率を有するアンテナ技術
　　（拡張性ある大型展開構造物展開実験）
（4）測位衛星システムや通信・観測衛星の高機能化に必要な高精度時刻基準の基本
　　　技術

　　　　　　　（注）FPLMTS：将来の公衆陸上移動体通信システム
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3．ETS－8の主要ミッション機器
（1）大型展開アンテナ　　岬肺1ド’　晩醐〆1穐

（2）フェーズドアレー給電部（ビーム形成制御器を含む）
（3）高出力中継器8レ
（4）オンボード交換機1しパケット交換機砥

（5）高精度時刻基準システム（原子時計等）陣確

4．　必要・卜生

（1）第三世代移動体通信への対応

k

～
冷8ユ雇〃3り／1．

　　・小型携帯型端末利用によるパーソナル化・マルチメディア化への対応
　　・地震等の災害時に有効なシステムの技術開発
（2）次世代の高品質な移動体衛星デジタルマルチメディア放送への対応
　　・車載型端末の利用を可能とする衛星放送技術開発
　　・我が国の周波数権益の確保
（3）大型展開構造物に係わる宇宙インフラへの対応
（4）宇宙用高精度時刻基準システムへの対応・
　　・測位、通信の高度化に必要な宇宙用高安定周波数基準の技術開発
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5．スケジュール

（1）平成9年度に開発着手
（2）打上げ時期：平成14年度頃（2002年度頃）

6．衛星開発費

　　　約410億円

7．共同開発（研究）機関との連携

8．主要なバス技術課題

（1）大型展開物を有する衛星のシステムインテグレーション技術
（2）大型展開アンテナ搭載のための構体設計
（3）大型構造物搭載のための姿勢制御設計
（4）高発熱機器の排熱設計

9．アンテナ開口径について

世界の状況を踏まえ、ETS－8のアン：テナ開口径に係わる諸検討をした。
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ETS－8の開発スケジュール（案）

　　　　　　　　　　　　　　●

本スケジュール（案）は、10m級大型展開アンテナを2面搭載のケースである。
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ETS－8による通信・放送ミッション

　　　　　　大型展開アンテナ

被災情報、安否情報等
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口
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・
㍉1
、

移動体衛星データ通信

．．．＿．．．＝）

　　　　　　ヒ

Sバンド移動体衛星通信

Sバンド移動体衛星デジタル放送

被災情報、安否情報等

被災現場
、

移動体衛星音声放送
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災害対策及び臨時利用

a川f
、摺1

臨時公衆回線構築

’

CDクラスの高品質オーディオプログラム
を、どこでも、いつでも楽しめる移動体
衛星音声放送システム

　メ　　　　　　　　　　やコ

　、●　　も0’

移動体衛星音声通信

ワ

携帯型端末により、どこからでも、いつでも
通信可能な移動体衛星通信システム
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静止衛星による移動体衛星通信システムの動向

第一世代
（1995～1996年）

第二世代
（1998年頃～）

第三世代
（2003年頃～）

第四世代
（2015年頃～）

　MSAT
［AMSC∠Hughes］

　N－STAR
［NTTZLora1］

ETS－VI

AGRANI
［ASC∠Hughes］

　　GARUDA
［ACeSILoc㎞eed－Martin］

ETS－8技術による

　移動体通信衛星

アンテナ
開口径

圏口圏■
巳8回日日
口瞳ロロ■
■ロロロ璽
■■口

L－band
［MSAT］

S－band
［N－STAR］

し－band

［1GHz帯］

周波数の

有効利用

　S－band

　［2GHz帯］

（FPLMTS）

　　〈10m　　　　　10m級
（5．5m［MSAT］3m［N－STAR］）ウ（i錦含羅宇］）’『1レ

S－band

10～20m級≒レ20～30m級

移動端末
サイズ

スー

　　　　　　小型化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小型化
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外国爾発衛星とετS－8との技術云と較

ガルーダ アグラー二 ETS－8 ETS－8の技術的優位
使用周波数 Lバンド Lバンド Sバンド ・ビーム狭小化→周波数有効利用

・利得増加→端末小型化
・将来の周波数使用動向に対応可能

FPLMTS
鏡面構造 リブ型一体構造 フーフ．型一体構造 モジュール結合構造 ・大型化、他の宇宙構造物への発展性

（傘下） （鼓型） ・高い鏡面精度→周波数有効利用
・製造　・上、地上試験の容　’

照射ビーム 固定ビーム 可変ビーム 可変ビーム ・アンテナパターンの軌道上変更可能
（電力合成回路） （電力合成回路） （アクティアフェース“ドアレイ サービス形態の変更への柔軟性

による空間電力合成） ・超マルチビーム形成容易

→周波数有効利用
・高効率化給電、電力合成損失小
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高い鏡面精度の要求ど利点、

鏡
面
精
度

技
術

高

第二世代

AGRANI
GARUDA

Lband

第三世代

、
　
！

、、
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ノ

陶
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町
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、

’
、

高
dnabコS

（

サービスリンク
　　周波数

S－band使用の利点

ビーム幅→狭 周波数慈効翻規×嶺数のi贈蕪i

利得→高 移動端塞の1鵜盤紘
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10m級アンテナのビーム比較（Sバンドvs．　Lバンド）
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Lバンドアンテナ
ビーム
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　　　　衛星デジタルマルチメデ～ア放送実験

∠

　　　、

　　・世界に先駆けた

　　　　一Sバンド移動体デジタル音声放送実験

　　　　一デジタルデータ放送等マルチメディア実験

　　・周波数権益の確保

’幽

　加ヲ♪万♪ハノ．
へ　　　　　　　　　　　　　の

　　　　　　ミノロ

．．・ D＿　　＿．．　・r．．．．．　ノ＝‘∠「履
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　　　　　～我が国の測位システム構築へむけてん

雛纂熱錘誰轟轟鶉課

◆原子時計搭載技術

◇測位誤差補正技術

◎原子時計校正技術

◆時刻信号補正技術

◆周波数評価

◆測位コード評価

◆衛星軌道決定技術

◆衛星・地上システム

　　運用技術

タ：＝∫

l
i
薯

測位システム黍築に

必要な基盤技術

。弱％

お　ニ　　　　

将来の測位システム構築壌’

　　　　　　お　ニ　　　　
非静止測位衛星●

@〈瓢

衛星軌道配置例

碧
測位管曝センタ

測麟局　診幻
　　　各種測位ユー

吊・基準層
B

一測位信号
一相対測位補正データ
　／追跡管制データ

将来測位システム　成概念図例

〈静止3機、非静止2機程度で実現〉　．
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大型展開構造物の応用技術

技術応用

（1）高い収納性技術

（2）拡張性あるトラス

　　構造の展開技術
（3）大型展開構造物

　　解析技術

○月・惑星探査

○ステーション等
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　　　　　　●　　　　　　　　　　　　●

大型展開アンテナ開ロ径の比較検討

構成

10m／

10m

15m／

15m

特徴

●世界初のSバンド移動体通信大型アンテナ

●高鏡面精度、アンテナ大型化への発展性のあ

　る構造様式

●小型携帯端末による通信が可能

●既存の2トン級バス技術の活用が可能

●確実な地上試験の実施が可能
　（試験エリア、設備、装置）

●試験と解析の比較が容易

●設計検討が最も進んでいる
　（概念設計のベース）

●協力機関の検討ベース

●15m級アンテナは世界最大

●2．5～3トン級バスの新規開発

　（世界最高水準の大型バスの技術確立）

●通信性能の向上（携帯端末の通話時間増大

小型化および通信チャンネル数の増加）

課題等

●鏡面精度は高いものの、アンテナロ径は98年頃

　打上げ予定の外国実用衛星と同サイズ

　（外国衛星はLバンド）

●開発費の増大

●新たな検討項目の発生

　（展開特性、アンテナパターン評価手法および新

　規設備・装置）

●設計スケジュール等の見直し

●開発リスタ
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